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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月25日(2007.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバと通信し、機密保持プログラムにより生成された電子データの機密を管理する管
理装置であって、
　前記機密保持プログラムが待機処理に移行する場合に、表示手段に表示されている、前
記電子データに基づく画面イメージを削除する画面イメージ削除手段と、
　前記機密保持プログラムが待機処理に移行する場合に、前記表示手段に表示されている
画面イメージの複製として登録されているオブジェクトを削除するオブジェクト削除手段
と
　を備えることを特徴とする管理装置。
【請求項２】
　複数の種類のプログラムの実行、待機を管理するタスク制御手段を更に備え、当該タス
ク制御手段により、他の機密保持プログラムが待機中として管理されている場合、
　前記オブジェクト削除手段は、前記画面イメージの複製として登録されているオブジェ
クトの削除を行なわない
　ことを特徴とする請求項１に記載の管理装置。
【請求項３】
　前記画面イメージを形成する画面表示形成手段を更に備え、
　前記タスク制御手段により、機密保持プログラム以外のプログラムが待機中または、新
たに起動するプログラムとして管理されている場合、
　前記画面イメージ削除手段は、前記表示手段に表示されている画面イメージの変更指示
を前記画面表示形成手段に出力し、
　前記画面表示形成手段は、前記画面イメージの変更指示に基づき、当該画面イメージの
変更表示処理を行なうこと
　を特徴とする請求項２に記載の管理装置。
【請求項４】
　前記タスク制御手段により、他の機密保持プログラムが待機中または、新たに起動する
プログラムとして管理されている場合、
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　前記画面表示形成手段は、前記待機処理に移行する機密保持プログラムの画面イメージ
と、前記他の機密保持プログラムの画面イメージと、を前記表示手段に表示すること
　を特徴とする請求項２に記載の管理装置。
【請求項５】
　前記画面イメージの複製をオブジェクトとして管理するオブジェクト管理手段を更に備
え、
　当該オブジェクト管理手段は、前記オブジェクト削除手段の削除指示に基づいて、前記
機密保持プログラムによる前記画面イメージとして登録されているオブジェクトのみを削
除すること
　を特徴とする請求項１に記載の管理装置。
【請求項６】
　前記画面イメージの変更表示処理には、網掛け処理、アイコン化による画面の最小化処
理が含まれることを特徴とする請求項３に記載の管理装置。
【請求項７】
　サーバと通信し、機密保持プログラムにより生成された電子データの機密を管理する管
理装置における管理方法であって、
　前記機密保持プログラムが待機処理に移行する場合に、表示手段に表示されている、前
記電子データに基づく画面イメージを削除する画面イメージ削除工程と、
　前記機密保持プログラムが待機処理に移行する場合に、前記表示手段に表示されている
画面イメージの複製として登録されているオブジェクトを削除するオブジェクト削除工程
と
　を備えることを特徴とする管理方法。
【請求項８】
　複数の種類のプログラムの実行、待機を管理するタスク制御工程を更に備え、当該タス
ク制御工程により、他の機密保持プログラムが待機中として管理されている場合、
　前記オブジェクト削除工程は、前記画面イメージの複製として登録されているオブジェ
クトの削除を行なわない
　ことを特徴とする請求項７に記載の管理方法。
【請求項９】
　前記画面イメージを形成する画面表示形成工程を更に備え、
　前記タスク制御工程により、機密保持プログラム以外のプログラムが待機中または、新
たに起動するプログラムとして管理されている場合、
　前記画面イメージ削除工程は、前記表示手段に表示されている画面イメージの変更指示
を前記画面表示形成工程に出力し、
　前記画面表示形成工程は、前記画面イメージの変更指示に基づき、当該画面イメージの
変更表示処理を行なうこと
　を特徴とする請求項８に記載の管理方法。
【請求項１０】
　前記タスク制御手段により、他の機密保持プログラムが待機中または、新たに起動する
プログラムとして管理されている場合、
　前記画面表示形成工程は、前記待機処理に移行する機密保持プログラムの画面イメージ
と、前記他の機密保持プログラムの画面イメージと、を前記表示手段に表示すること
　を特徴とする請求項８に記載の管理方法。
【請求項１１】
　前記画面イメージの複製をオブジェクトとして管理するオブジェクト管理工程を更に備
え、
　当該オブジェクト管理工程は、前記オブジェクト削除工程の削除指示に基づいて、前記
機密保持プログラムによる前記画面イメージとして登録されているオブジェクトのみ削除
すること
　を特徴とする請求項７に記載の管理方法。
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【請求項１２】
　前記画面イメージの変更表示処理には、網掛け処理、アイコン化による画面の最小化処
理が含まれることを特徴とする請求項９に記載の管理方法。
【請求項１３】
　請求項７乃至１２のいずれか１項に記載の管理方法をコンピュータに実行させることを
特徴とする管理プログラム。
【請求項１４】
　サーバと通信し、機密保持プログラムにより生成された電子データの機密を管理する管
理装置であって、
　複数の種類のプログラムの実行、待機を管理するタスク制御手段と、
　前記機密保持プログラムが終了処理に移行する場合、表示手段に表示されている前記電
子データに基づく画面イメージを削除する画面イメージ削除手段と、
　前記機密保持プログラムが終了処理に移行する際に、前記タスク制御手段により他の機
密保持プログラムが待機中として管理されている場合、前記表示手段に表示されている画
面イメージの複製として登録されているオブジェクトを削除せず、前記タスク制御手段に
より機密保持プログラム以外のプログラムが待機中として管理されている場合、前記表示
手段に表示されている画面イメージの複製として登録されているオブジェクトを削除する
オブジェクト削除手段と、
　を備えることを特徴とする管理装置。
【請求項１５】
　サーバと通信し、機密保持プログラムにより生成された電子データの機密を管理する管
理装置における管理方法であって、
　複数の種類のプログラムの実行、待機を管理するタスク制御工程と、
　前記機密保持プログラムが終了処理に移行する場合、表示手段に表示されている前記電
子データに基づく画面イメージを削除する画面イメージ削除工程と、
　前記機密保持プログラムが終了処理に移行する際に、前記タスク制御工程により他の機
密保持プログラムが待機中として管理されている場合、前記表示手段に表示されている画
面イメージの複製として登録されているオブジェクトを削除せず、前記タスク制御工程に
より機密保持プログラム以外のプログラムが待機中として管理されている場合、前記表示
手段に表示されている画面イメージの複製として登録されているオブジェクトを削除する
オブジェクト削除工程と、
　を備えることを特徴とする管理方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の管理方法をコンピュータに実行させることを特徴とする管理プログ
ラム。
【請求項１７】
　サーバと通信し、機密保持プログラムにより生成された電子データの機密を管理する管
理装置であって、
　複数の種類のプログラムの実行、待機を管理するタスク制御手段と、
　前記タスク制御手段により新たに起動するプログラムが管理される場合、前記表示手段
に表示されている前記機密保持プログラムにより生成された電子データに基づく画面イメ
ージの複製として登録されているオブジェクトを削除するオブジェクト削除手段と、
　を備えることを特徴とする管理装置。
【請求項１８】
　前記タスク制御手段により新たに起動するプログラムが管理される場合、表示手段に表
示されている前記電子データに基づく画面イメージの変更表示処理を行なう表示制御手段
を更に備えることを特徴とする請求項１７に記載の管理装置。
【請求項１９】
　前記オブジェクト削除手段は、前記タスク制御手段により他の機密保持プログラムが新
たに起動するプログラムとして管理される場合、前記表示手段に表示されている前記機密
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保持プログラムにより生成された電子データに基づく画面イメージの複製として登録され
ているオブジェクトを削除せず、
　前記タスク制御手段により機密保持プログラム以外のプログラムが新たに起動するプロ
グラムとして管理される場合は、前記表示手段に表示されている前記機密保持プログラム
により生成された電子データに基づく画面イメージの複製として登録されているオブジェ
クトを削除することを特徴とする請求項１７に記載の管理装置。
【請求項２０】
　サーバと通信し、機密保持プログラムにより生成された電子データの機密を管理する管
理装置における管理方法であって、
　複数の種類のプログラムの実行、待機を管理するタスク制御工程と、
　前記タスク制御工程により新たに起動するプログラムが管理される場合、前記表示手段
に表示されている前記機密保持プログラムにより生成された電子データに基づく画面イメ
ージの複製として登録されているオブジェクトを削除するオブジェクト削除工程と、
　を備えることを特徴とする管理方法。
【請求項２１】
　前記タスク制御工程により新たに起動するプログラムが管理される場合、表示手段に表
示されている前記電子データに基づく画面イメージの変更表示処理を行なう表示制御工程
を更に備えることを特徴とする請求項２０に記載の管理方法。
【請求項２２】
　前記オブジェクト削除工程は、前記タスク制御工程により他の機密保持プログラムが新
たに起動するプログラムとして管理される場合、前記表示手段に表示されている前記機密
保持プログラムにより生成された電子データに基づく画面イメージの複製として登録され
ているオブジェクトを削除せず、
　前記タスク制御工程により機密保持プログラム以外のプログラムが新たに起動するプロ
グラムとして管理される場合、前記表示手段に表示されている前記機密保持プログラムに
より生成された電子データに基づく画面イメージの複製として登録されているオブジェク
トを削除することを特徴とする請求項２０に記載の管理方法。
【請求項２３】
　請求項２０乃至２２のいずれか１項に記載の管理方法をコンピュータに実行させること
を特徴とする管理プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】管理装置、管理方法、管理プログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記の目的を達成するべく、本発明にかかる管理装置、管理方法等は主として以下の構
成を備えることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】



(5) JP 2007-48216 A5 2008.2.14

　すなわち、サーバと通信し、機密保持プログラムにより生成された電子データの機密を
管理する管理装置は、
　前記機密保持プログラムが待機処理に移行する場合に、表示手段に表示されている、前
記電子データに基づく画面イメージを削除する画面イメージ削除手段と、
　前記機密保持プログラムが待機処理に移行する場合に、前記表示手段に表示されている
画面イメージの複製として登録されているオブジェクトを削除するオブジェクト削除手段
と
　を備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、サーバと通信し、機密保持プログラムにより生成された電子データの機密を管理
する管理装置における管理方法は、
　前記機密保持プログラムが待機処理に移行する場合に、表示手段に表示されている、前
記電子データに基づく画面イメージを削除する画面イメージ削除工程と、
　前記機密保持プログラムが待機処理に移行する場合に、前記表示手段に表示されている
画面イメージの複製として登録されているオブジェクトを削除するオブジェクト削除工程
と
　を備えることを特徴とする。
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